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ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑
定
家
～
「
う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！
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登

場

人

物



剛

田

（
ご
う
だ
）
：
剛

田

質

店

の
店

主

。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
品

物

し
か
鑑

定

し
な
い
。
優

雅

で
品

の
あ
る
言

動

だ
が

、
「
ク
セ
が

強

い
」
と
思

わ

れ

て
い
る
。
石

言

葉

に
詳

し
く
、
熱

弁

を
振

る
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
口

癖

は

「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！
」
。



白

金

（
し
ろ
が
ね
）
：
剛

田

質

店

の
見

習

い
鑑

定

士

。

常

識

的

な
性

格

で
剛

田

の
テ
ン
シ
ョ
ン
に
振

り
回

さ

れ
る
。
お
宝

を
大

切

に
思

う
神

経

質

な
性

格

。



客

：
剛

田

質

店

を
訪

れ
る
人

物

。
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ

ト
製

の
ハ
ン
ガ
ー
を
持

ち
込

む
。
背

景

に
は
複

雑

な

事

情

が
あ
る
。

シ
ー
ン1

：
剛

田

質

店

の
朝

場

所

剛

田

質

店

の
店

内

。
豪

華

絢

爛

な
イ
ン
テ
リ
ア
が
広

が
る
。
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
が
輝

き
、
壁

に
は
金

箔

が
施

さ
れ
て
い
る
。



2

（
カ
メ
ラ
：
店

内

全

景

を
映

す
。
豪

華

な
イ
ン
テ
リ
ア
が
目

に
入

る
）

剛

田

：
（
優

雅

に
紅

茶

を
飲

み
な
が
ら
）

「
白

金

よ
、
今

日

も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
一

日

が
始

ま
る
ぞ
。
『
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
た
る
も
の
優

雅

た
れ
』
、
こ
れ

白

金

：
（
忙

し
そ
う
に
帳

簿

を
確

認

し
な
が
ら
）

「
剛

田

さ
ん
、
朝

か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
高

い
で
す
ね
。
昨

日

の
買

取

品

、

ま
だ
整

理

が
終

わ
っ
て
な
い
ん
で
す
け

剛

田

：
（
手

を
優

雅

に
振

り
な
が
ら
）

「
整

理

な
ど
、
後

回

し
で
良

い
の
だ
よ
。
大

事

な
の
は
、
今

日

と
い
う

日

を
如

何

に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
彩

る
か

白

金

：
（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
）

「
ま
た
始

ま
っ
た…

。
剛

田

さ
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
っ
て
言

葉

、
便

利

す

ぎ
ま
せ
ん

剛

田

：
（
微

笑

み
な
が
ら
）

「
便

利

な
ど
で
は
な
い
。
こ
れ
は
生

き
様

だ
、
白

金

よ
。
」

（
ド
ア
の
ベ
ル
が
鳴

る
音

）

客

：
（
少

し
緊

張

し
た
様

子

で
）

「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
で
鑑

定

を
お
願

い
し
た
い
の
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剛

田

：
（
す
っ
と
立

ち
上

が
り
、
優

雅

に
歩

み
寄

る
）

「
お
っ
と
、
お
客

様

！
剛

田

質

店

へ
よ
う
こ
そ
。
さ
あ
、
ど
ん
な
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
お
宝

を
お
持

ち
に
な
っ
た
の
か
な

！

」

白

金:(

小

声

で)
や

れ

や

れ

」

シ
ー
ン2

：
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
製

の
ハ
ン
ガ

ー
登

場

場

所

剛

田

質

店

の
カ
ウ
ン
タ
ー
前

（
客

が
大

事

そ
う
に
布

で
包

ま
れ
た
物

を
取

り
出

す
）

客

：
（
慎

重

に
）

「
こ
れ
を
鑑

定

し
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。
」

剛

田:(

布

を
取

り
外

し
中

身

を

露

わ

に

）

白

金

：
（
驚

き
な
が
ら
）

「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト…

っ
て
、
あ
の
宝

石

の
？
で
も
、
ハ
ン
ガ
ー
に

す
る
意

味

っ
て…

？
」
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剛

田

：
（
白

金

を
一

瞥

し
、
た
め
息

を
つ
く
）

「
白

金

よ
、
君

は
ま
だ
ま
だ
だ
ね

。

実

用

性

が

全

て

じ

ゃ

な

い

さ

」

白

金

：
（
困

惑

し
な
が
ら
）

「
い
や
ハ

ン

ガ

ー

だ

か

ら

使

え

な

い

と

ダ

メ

で

し

ょ

！

？

」

剛

田

：
（
優

雅

に
手

を
挙

げ
て
制

止

）

「
実

用

性

な
ど
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
前

で
は
些

事

に
過

ぎ
ぬ
！

」

シ
ー
ン3

：
客

の
背

景

場

所

剛

田

質

店

の
カ
ウ
ン
タ
ー
前

客

：
（
少

し
涙

ぐ
み
な
が
ら
）

「
実

は
、
こ
の
ハ
ン
ガ
ー
は
亡

き
祖

父

が
遺

し
た
も
の
な
ん
で
す
。
祖

父

は
職

人

で
、
生

前

『
美

し
い
も
の
は
、
日

常

の
中

に
こ
そ
あ
る
べ

き
だ
』
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
」

剛

田

：
（
目

を
輝

か
せ
て
）

「
な
ん
と
素

晴

ら
し
い
お
言

葉

！
お
祖

父

様

は
真

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を

理

解

さ

れ

て

る

よ

う

だ

！

」
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白

金

：
（
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
）

「
で
も
、
ど
う
し
て
売

ろ
う
と
思

っ
た
ん
で
す
か
？
」

客

：
（
困

っ
た
表

情

で
）

「
実

は
、
祖

父

の
工

房

を
維

持

す
る
お
金

が
足

り
な
く
て…

。
こ
の

ハ
ン
ガ
ー
を
手

放

す
し
か
な
い
ん
で
す
。
」

剛

田

：
（
感

動

し
な
が
ら
）

「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
尚

更

こ
の
品

の
価

値

を
最

大

限

に
評

価

せ

ね
ば
な
ら
ぬ
！
こ
れ
ぞ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
試

練

だ

な

！

」

白

金

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

試

練

っ

て

な

ん

で

す

？

！

」

シ
ー
ン4

：
剛

田

の
石

言

葉

熱

弁

場

所

剛

田

質

店

の
鑑

定

室

。
豪

華

な
調

度

品

に
囲

ま
れ
た
中

で
、
剛

田

が
鑑

定

を
進

め
る
。

剛

田

：
（
ハ
ン
ガ
ー
を
ル
ー
ペ
で
覗

き
込

む
）

「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
。
昼

と
夜

で
色

を
変

え
る
こ
の
石

は
、
『
変

化

』
と
『
適

応

』
の
象

徴

だ
。
そ
し
て
、
そ
の
輝

き
は
『
希

望

』
を
も
た

ら
す
と
言

わ
れ
て
い

る

」
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白

金:(

興

味

深

そ

う

に

感

嘆

す

る

）

剛

田

：
（
さ
ら
に
熱

弁

し
な
が
ら
手

を
広

げ
る
）

「
そ
う
だ
と
も
！
こ
の
石

が
持

つ
力

は
、
た
だ
の
装

飾

品

に
留

ま
ら
な

い
。
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
は
、
暗

闇

の
中

で
光

を
見

出

す
石

。
持

つ

者

に
希

望

と
勇

気

を
与

え
、
未

来

を
切

り
開

く
力

を
宿

し
て
い
る
の

だ
！
」

客:(

感

動

し
て
涙

ぐ
む

）

白

金

：
（
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
）

「
確

か
に
、
た
だ
の
ハ
ン
ガ
ー
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね…

。
で
も
、
剛

田

さ
ん
、
こ
れ
を
ハ
ン
ガ
ー
に
す
る
意

味

っ
て…

？
」

剛

田

：
（
白

金

を
鋭

く
見

つ
め
）

「
白

金

よ
、
君

は
ま
だ
ま
だ
だ
な
。
こ
の
ハ
ン
ガ
ー
は
、
日

常

の
中

に

輝

き
を
取

り
戻

す
た
め
の
象

徴

な
の
だ
。
実

用

性

を
超

え
た
美

の

極

致

、
そ
れ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
だ
！
」

白

金

：
（
苦

笑

い
し
な
が
ら
）

「
な
る
ほ
ど…

。
剛

田

さ
ん
の
辞

書

に
は
『
普

通

』
っ
て
言

葉

は
載

っ

て
な
い
ん
で
す
ね
。
」
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シ
ー
ン5

：
実

際

に
使

っ
て
み
る

場

所

剛

田

質

店

の
裏

庭

。
天

気

は
快

晴

。
剛

田

が
自

ら
ハ
ン
ガ
ー
を

試

し
て
み
よ
う
と
す
る
。

（
剛

田

が
自

分

の
寝

巻

を
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て
干

し
て
い
る
）

剛

田

：
（
優

雅

に
干

し
な
が
ら
）

「
ふ
む
、
日

常

こ
そ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
あ
る
べ
き
だ
。
こ
れ
を
使

え
ば
、
ど

ん
な
洗

濯

物

も
輝

き
を
纏

う
に
違

い
な
い
。
」
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白

金

：
（
呆

れ
顔

で
）

「
剛

田

さ
ん
、
自

分

の
寝

巻

を
干

す
っ
て…

。
こ
れ
、
鑑

定

の
一

環

な
ん
で
す
か
？
」

剛

田

：
（
陽

光

を
浴

び
た
寝

巻

を
見

て
驚

き
）

「
お
お
お
お
お
！
見

よ
、
こ
の
輝

き
！
ま
る
で
宝

石

が
纏

う
光

の
よ
う

に
、
私

の
寝

巻

が
輝

い
て
い
る
で
は
な
い
か
！
こ
れ
ぞ
ア
レ
キ
サ
ン
ド

ラ
イ
ト
の
真

骨

頂

！
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

白

金

：
（
目

を
細

め
な
が
ら
）

「
い
や
、
確

か
に
光

っ
て
ま
す
け
ど…

。
こ
れ
、
近

所

の
人

に
見

ら
れ

た
ら
ど
う
思

わ
れ
る
ん
で
す
か
ね
？
」

剛

田

：
（
堂

々
と
）

「
何

を
言

う
、
白

金

よ
。
こ
の
輝

き
こ
そ
、
日

常

に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を
取

り
戻

す
第

一

歩

だ
！
」

シ
ー
ン6

：
金

額

発

表

場

所

剛

田

質

店

の
カ
ウ
ン
タ
ー
前

。
客

が
緊

張

し
な
が
ら
結

果

を
待

っ

て
い
る
。
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剛

田

：
（
劇

的

に
立

ち
上

が
り
、
声

を
張

り
上

げ
る
）

「
こ
の
ハ
ン
ガ
ー
、
我

が
剛

田

質

店

に
ふ
さ
わ
し
い
逸

品

だ
！
買

取

価

格

は…
8
0
0

万

円

と
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
！
」

白

金

：
（
驚

愕

し
て
口

を
開

け
る
）

「80
0

万

！
？
剛

田

さ
ん
、
本

気

で
す
か
！
？
ハ
ン
ガ
ー
に
そ
ん
な

価

値

が…

？
」

剛

田

：
（
白

金

に
優

雅

に
向

き
直

り
、
微

笑

む
）

「
白

金

よ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は
、
値

段

で
は
測

れ
な
い
も
の
な
の
だ
。

こ
の
ハ
ン
ガ
ー
に
は
、
価

値

以

上

の
魂

が
宿

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
価

格

な
の
だ
よ
。
」

客

：
（
涙

を
流

し
な
が
ら
深

々
と
頭

を
下

げ
る
）

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す…

！
こ
れ
で
祖

父

の
工

房

を
守

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
剛

田

さ
ん

剛

田:(

満

足

げ
に

頷

く

）

シ
ー
ン7

：
エ
ピ
ロ
ー
グ

場

所

翌

朝

の
剛

田

質

店

。
剛

田

が
眩

し
い
寝

巻

姿

で
現

れ
る
。
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（
剛

田

が
朝

の
店

内

に
現

れ
る
。
寝

巻

が
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
の

輝

き
で
眩

し
く
光

っ
て
い
る
）

白

金

：
（
目

を
覆

い
な
が
ら
）

「
剛

田

さ
ん
、
そ
の
寝

巻

、
眩

し
す
ぎ
ま
す
！
朝

か
ら
目

が
痛

い
で

す
よ
！
」

剛

田:(

堂

々

と

し

な

が

ら

）
「

せ

っ

か

く

だ

、

こ

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

寝

巻

姿

を

ご

近

所

に

見

せ

る

と

し

よ

う

」

白

金

：
（
慌

て
て
止

め
な
が
ら
）

「
い
や
い
や
、
外

に
出

る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！
近

所

の
人

に
迷

惑

で
す

剛

田

：
（
少

し
考

え
込

み
な
が
ら
）

「
ふ
む…

。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
は
時

に
孤

高

で
あ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
な
。

だ
が
、
白

金

よ
、
こ
の
輝

き
を
独

り
占

め
す
る
の
は
惜

し
い
と
思

わ

な
い
か
！

」

白

金:(

溜

息

）

「

思

い

ま

せ

ん

、

、

、

、

、

、

、

」

（
カ
メ
ラ
が
引

き
、
剛

田

質

店

の
外

観

を
映

し
な
が
ら
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ

ト
。
店

の
看

板

が
朝

日

に
輝

い
て
い
る
）
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合
計
時
間



シ
ー
ン1

：7

分


シ
ー
ン2

：10

分



シ
ー
ン3
：12

分


シ
ー
ン4

：15
分



シ
ー
ン5

：10

分



シ
ー
ン6

：12

分



シ
ー
ン7

：10

分

総

尺

：
約

7
6

分

（
演

出

や
間

を
含

め
れ
ば8

0

分

超

え
を
想

定

）
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